
研修員受け入れの経緯
　佐世保市は長崎県北部の中心都市で、人口は約
25万7,000人、面積は約426㎢です。江戸時代まで
は一農漁村でしたが、明治22年に旧海軍の鎮守府
が設置されて急激に人口が増加し、明治35年に村
から一足飛びに市へ昇格し、2013年には「市制施
行111周年」を迎えました。
　現在は、造船業および海上防衛の重要地域とし
て発展するとともに、日本最大級のテーマパーク
“ハウステンボス”や、天然の美である“西海国
立公園九十九島”などのほか、「佐世保バーガー」
発祥の地としても有名であり、年間約500万人の
人々が訪れる観光都市でもあります。
　現在、佐世保市は海外の８都市・港との間で友
好関係を提携しています（中国：厦門市、蘇州市、
瀋陽市、韓国：坡州市、釜山広域市西区、豪州：
コフスハーバー市、米国：アルバカーキ市、サン
ディエゴ港）が、日本本土最西端の地に位置し、
東アジアと距離的に近いため、特に中国、韓国と
の交流を盛んに行っています。
　本市としても経済発展が続いている中国、韓国
などの活力を取り込んで地域活性化につなげてい
く方針のもと、中国の３都市との間で友好関係を
構築していることから、2012年度より自治体職員
協力交流事業（LGOTP）を活用して、友好都市
である中国厦門市から協力交流研修員を受け入
れ、友好親善の深化や人的ネットワークの形成と
ともに、中国との経済交流、誘客の促進などを図
ることにしました。

専門研修
　佐世保市では、厦門市から2012年度は趙峰さん
を、2013年度は黄暁瑩さんを自治体職員協力交流

　　佐世保市企画部国際政策課

自治体職員協力交流研修員を受け入れて

研修員として受け入れ、それぞれ約７か月間の研
修を行いました。趙峰さんは厦門市対外サービス
センターで主に日系企業が進出する際の各種手続
きをフォローする業務、黄暁瑩さんは厦門タイマ
ツハイテク技術産業開発区投資促進センターで日
系企業の誘致業務を担当していました。
　今年度の市役所における約６か月間の研修で
は、国際政策課で市勢の概要や市政運営、まちづ
くりなどについて学ぶとともに、観光・物産振興
部門で観光施策や特産品の販路拡大の取り組みな
どに携わる機会を作りました。また、産業振興部
門では商工業の振興施策や農水産業の振興策な
ど、企業立地部門では本市の企業誘致策などの研
修を行いました。
　さらに、市役所以外においても、研修員が関心
を持っている分野の商工会議所や保育園関係者
との間で、情報収集や意見交換を積極的に行いま
した。

日本での生活
　研修員は、佐世保市で半年以上を生活すること
になりますが、厦門市からは日常会話はもちろん、
業務上も支障がない日本語レベルの職員を派遣す
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るためコミュニケーションの問題はほとんどあり
ません。そのほかで心配な点は、日本と中国との
生活習慣や制度上の差があることです。
　毎日生活する上でのゴミの分別方法や、光熱水
費、携帯電話料など各種料金の支払い方法など、
日本と中国との間で制度が大きく相違するため、
研修員が日本での生活に慣れるまでの間戸惑うこ
ともあったようです。
　しかし、研修員の生活面を国際政策課の担当者
のみならず、中国からの国際交流員がサポートす
ることで大きな問題が生じることはなく、研修員
が精神的にも孤独感を感じることはなかったよう
に思われます。
　また、研修員
の活動状況を市
広報誌などで積
極的にPRする
ことで、市民の
方が研修員に気
軽に声をかけた
り、地域のイベ
ントにも招待す
るなど好意的に
受け入れていた
だけるようにな
り、研修員は日
本の生活や文化
をすっかり楽し
めるようになっ
たようです。

市役所内への影響
　佐世保市役所での約６か月間の研修では、国際
政策課だけでなく観光・物産振興部門や産業振興
部門、企業立地部門などでも研修を行いましたが、
受け入れた職場では中国や厦門市のリアルタイム
の現地情報や、外国人（中国人）の生の声、考え
を直接聞くことができ、大変有意義な情報を得る
ことができたとのことでした。
　また、研修員と一緒に業務を行うことにより、
研修員の真剣な研修姿勢や高い能力に本市職員も
刺激を受け、相互に切磋琢磨することにより職場
の活性化につながるとともに、職員の国際的な視
野の拡大につながっています。

今後の交流に向けて
　厦門市から研修員を受け入れてまだ２年間（２
人）ですが、研修員を本市に受け入れたことに
より両市間の相互理解が進んだことはもちろん、
さらに絆が深まってきていることを実感しており
ます。
　今後も引き続き研修員を受け入れることで、両
市の信頼関係をさらに強化するとともに、研修員
が懸け橋となって両市の経済交流などが一層活発
化することで、両市がともに発展していくことを
期待しています。
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フォーラムで発表する黄さん

地元FM局の番組に出演

着物を楽しむ黄さん


